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仕事が
見つからない…
長く続かない…

「支援」そして「自立」へ
〜一人で悩まないで相談を〜

息子が
引きこもりで
心配…

１人暮らしで
頼れる人も
いない…

毎月、赤字で
家賃が
払えない…

生
活
困
窮
の
原
因
〜
低
収
入
以
外
に
も
〜

　
生
活
困
窮
の
原
因
の
一
つ
は
、
非
正
規
社
員

の
増
加
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
の
雇
用
形

態
は
、
37
％
が
非
正
規
社
員
で
、
う
ち
14
％
が

正
社
員
に
な
り
た
く
て
も
な
れ
な
い
「
不
本
意

非
正
規
」
で
す
。
そ
し
て
、
非
正
規
社
員
の
賃

金
は
正
規
の
社
員
と
比
べ
、
67
％
程
度
と
な
っ

て
お
り
、
賃
金
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
困
窮
は
全
世
代
に
関
連
す
る
問

題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
自
立
相
談
支
援
機
関

の
相
談
は
、
子
ど
も
の
い
る
現
役
世
代
の
世
帯

は
約
３
割
、
65
歳
以
上
の
世
帯
は
約
２
割
で
、

失
業
や
離
職
以
外
の
相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
収
入
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
家
計
管
理
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
食
べ
物
に
困
っ
た
経
験

は
、
家
計
の
や
り
く
り
が
苦
手
な
人
が
多
い
傾

向
に
あ
る
、
独
居
の
高
齢
男
性
の
方
が
、
女
性

と
比
べ
、
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
変
化
に
よ
る
問
題
と
し
て
、
核
家
族
化

が
進
ん
だ
こ
と
で
、
家
族
の
支
え
や
近
所
付
き

合
い
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
、
子
育
て
や
介

護
の
負
担
増
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
困
窮
〜
貧
困
の
連
鎖
〜

　
生
活
困
窮
は
、
子
ど
も
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
、
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
が
、
大
人

に
な
っ
て
も
困
窮
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
「
貧
困

の
連
鎖
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
が
、
経
済
上
の
理

由
な
ど
か
ら
高
校
中
退
や
中
卒
の
最
終
学
歴
と

な
る
と
、
正
社
員
と
し
て
の
就
職
は
非
常
に
困

難
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
調
査
で
は
統

計
上
、
そ
う
し
た
状
態
か
ら
の
正
社
員
へ
の
就

職
は
１
割
に
も
達
し
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
が
無

職
も
し
く
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
雇
用
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校

卒
は
７
割
以
上
の
就
職
率
と
な
っ
て
お
り
、
歴

然
と
し
た
差
が
生
じ
ま
す
。

包
括
的
な
支
援
が
必
要

　
こ
の
よ
う
に
多
様
な
原
因
の
あ
る
生
活
困
窮

者
に
対
し
て
は
、
経
済
面
だ
け
で
な
く
、
包
括

的
な
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
市
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
立
支
援
相
談

窓
口
は
、
経
済
的
な
支
援
と
の
印
象
が
強
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
繋
ぐ
だ
け

で
な
く
、
地
域
社
会
に
繋
ぐ
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
知
人
が
悩
み
を

抱
え
て
い
る
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
、
ま
ず
は

相
談
に
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

大阪人間科学大学
社会福祉学科准教授

佐光 健 氏

国税庁「民間給与実態統計調査」
１年を通じて勤務した給与所得より

年収 200 万円以下の割合の推移
（給与を所得している者の中）

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
契

約
社
員
で
あ
る
非
正
規
雇
用
労

働
者
は
、
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
に

は
約
８
０
０
万
人
で
し
た
が
、

平
成
29
年
に
は
約
２
千
万
人
と

１
千
２
０
０
万
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
正
規
職
員
は
平
成
元

年
の
３
千
４
０
０
万
人
か
ら
増
減

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
増
加
し

て
い
く
な
か
で
、
年
収
２
０
０
万

円
以
下
の
人
の
割
合
も
増
え
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）

に
２
０
０
万
円
以
下
の
人
の
割
合

が
20
％
を
超
え
て
以
降
、
そ
の
ラ

イ
ン
を
上
回
っ
て
い
ま
す（
左
表
）。

　
こ
う
し
た
収
入
格
差
を
背
景
と

し
て
、
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低

限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
生
活
困
窮
者
へ

の
経
済
的
、
社
会
的
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
親
の
収
入
格
差
が
子
ど
も
た
ち

に
も
影
響
を
与
え
、
生
活
保
護
世

帯
の
子
ど
も
の
大
学
進
学
率
は
全

世
帯
平
均
の
半
分
以
下
で
あ
る

19
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
平

成
26
年
度
厚
生
労
働
省
調
べ
）。
教

育
機
会
の
格
差
に
よ
り
、
親
か
ら

子
へ
の
「
貧
困

の
連
鎖
」
に
も

つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、

生
活
困
窮
の
背

景
や
課
題
、
そ

の
支
援
に
つ
い

て
専
門
家
の
意

見
を
お
伝
え
し

ま
す
。

年
収
２
０
０
万
円
以
下
が
20
％
超
え

子
ど
も
へ
の
貧
困
の
連
鎖
も
問
題
に
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平
成
27
年
４
月
に
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
３

年
が
経
ち
ま
し
た
。
市
で
は
、「
自
立

支
援
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
経
済
的

な
課
題
を
は
じ
め
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
世
帯
か
ら
の
相
談
に
対
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
仕
事
を
解
雇
さ
れ
、
家
賃
が
払
え

な
い
」「
人
間
関
係
に
悩
み
、
仕
事
が

続
か
な
い
」
な
ど
、
本
人
の
状
況
や
気

持
ち
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
続
け
て
お
り
、

地
域
の
社
会
資
源
と
の
つ
な
が
り
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
相
談
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
も
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
家
計
相
談
も

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
支
援
内
容
も

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
貧

困
の
連
鎖
を
防
ぐ
」と
い
う
観
点
か
ら
、

中
学
生
の
学
習
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
仕
事
や
生
活
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



1011

　CSW は地域住民の悩みに応じる
相談員です。市では社会福祉協議会
に所属する、精神保健福祉士や社会
福祉士の資格を持つ３人の相談員が
います。
　校区福祉委員会、民生・児童委員
会など地域の関係者と連携し、地域
の課題解決に向け支援しています。
問 合 せ　 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 06

（6155）6140 へ

金銭管理の支援
●家計相談支援
　「生活費の不足」「借金」「支払いの滞納」な
ど家計のやりくりに問題がある人を対象に、専
門的なアドバイスを通じ、しっかりとした家計
管理までの支援を行います。家計を見直し、収
入と支出のバランスを整え、生活を安定させま
す。
　平成 30 年度から新たにスタートしています。

就職への支援
●セミナー（就労準備支援講座）
　履歴書の書き方やコミュニケーション能力の
向上など、就労にむけスキルアップできる連続
講座です。
　今年度は秋～冬ごろに開催を予定していま
す。

●無料職業紹介
（地域就労支援事業）

　市役所が求人を紹介しています。
　支援員が面接や就職後の定着までのフォロー
をします。

その他の支援

住まいの支援
●住居確保給付金
　離職などで住居がない、失う恐れがある人に
就職活動をすることなどを条件に一定期間、家
賃相当額を支援します。生活の土台となる住居
を整えた上で、就労支援します。 

●一時生活支援
　何らかの事情で住まいがなくなった人に対し
一時的に、宿泊場所や食事などの日常生活に必
要な物資を提供する制度です。同時に自立に向
けた就労支援を行います。

★フードバンク
　フードバンクとは、｢食糧銀行｣ を意味する
社会福祉活動で、食品関連の企業から賞味期限
内で食べられるが、商品として流通できなく
なった食品の寄贈を無償で受け、食べ物に困っ
ている人や施設に無償で
配布する活動です。 
　 市 は ふ ー ど ば ん く
OSAKA と協定を結び、
食品の支給の支援を受け
ています。

「地域との繋がりが希薄な
人や、助けを求めることが
難しい人が多く、相談者に
寄り添いながら支援するこ
とを心がけています。関係
機関と連携しながら、相談
者と関係を築き、地域で生

活していける環境を整え、困り事を解決するようにサポー
トしています。家族や地域の人も、身近に気になる人が
いれば、まずはご相談ください。」（CSW・武村）

問合せ　生活支援課へ
※対象者は、収入・資産などの条件がありますので、
詳細はお問い合わせください。

CSW（コミュニティーソーシャルワーカー）
〜子育て世帯から高齢者まで、幅広い相談窓口〜

最初は目も合わせてくれ
ず、返事もない事もあり
ましたが、少しずつ笑顔
や会話が増えていったと
きに、やりがいを感じま
した。

ここは勉強を教えるだけ
でなく、生徒との距離が
近くて良いと思って参加
しました。皆の居場所作
りの一端を担えればと思
います。

皆にぎやかで、すごい楽
しい場所です。中学生に
とって、私たち大学生が、
あこがれの存在になれば
嬉しいです。

大阪人間科学大学の
学生ボランティアの声
社会福祉学科４回生  片山 翔太さん

皆が少しずつ心を開いて
くれて、笑顔になってい
くのを見ると嬉しいで
す。生徒だけでなく、自
分の居場所にもなり、感
謝しています。

子ども保育学科３回生  磯谷 真季さん

子ども保育学科４回生  小寺 はるなさん

中学生は勉強や友達のこ
となど、思春期で難しい
時期だと思います。親に
言えない悩みでも、聞い
てあげられるこの場所は
すごく良いと思います。

子ども保育学科３回生  前山 知輝さん

社会福祉学科３回生  山野 芙美さん

　
市
は
、「
勉
強
方
法
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い

た
い
」「
学
校
以
外
に
勉
強
す
る
場
を
見
つ
け

た
い
」
と
い
っ
た
悩
み
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
、
大
阪
人
間
科
学
大
学
と
連
携
し
て
、
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

週
に
１
度
、
市
内
の
公
共
施
設
に
同
大
学

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く
り

を
担
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
生
徒
の
勉
強

を
見
る
だ
け
で
な
く
、
主
体
的
に
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
催
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

見
る
と
、
生
徒
の
成
長
を
実
感
し
、

学
生
が
生
徒
た
ち
に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
き
た
姿
を
思
い
出
し
、
感
動

し
て
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
を
通
し
て
、「
人
は
人

と
の
真
剣
な
関
わ
り
の
中
で
こ
そ
成

長
し
、
発
達
が
遂
げ
ら
れ
る
」
の
だ

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
う
い
っ
た
場
を
提
供
し
、

生
徒
や
学
生
を
見
守
っ
て
く
れ
る
摂

津
市
の
行
政
、
教
育
機
関
な
ど
の
役

割
も
重
要
で
す
。
こ
の
学
習
支
援
の

場
が
、
生
徒
・
学
生
の
い
つ
で
も
集

え
る
場
所
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

学
習
支
援
で
共
に
成
長

　
大
阪
人
間
科
学
大
学
が
市
内
中
学

生
の
学
習
支
援
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
今
年
で
４
年
目
で
す
。
週

に
１
度
の
こ
の
時
間
が
、
生
徒
と
学

生
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
の
場
に
な
り
、

生
活
の
一
部
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
卒
業
し
て
い
く
中
学
生
を

大阪人間科学大学
子ども保育学科教授
柏原 栄子氏

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
生
徒
が
集
う
場

子
ど
も
×
居
場
所




